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職業人としての望ましい態度や行動 

評 価 項 目 十分 不十分 

1．常識的態度や責任のある行動 

① 場面に適した挨拶をする □ □ 

② 時間や約束、期限を守る □ □ 

③ 適切に自己紹介する □ □ 

④ その場にふさわしい服装や身なりを整

える 
□ □ 

⑤ 頭髪、爪、髭、手は清潔に保つ □ □ 

⑥ 礼儀正しい行動をとる □ □ 

⑦ 実習中は公私のけじめをつける □ □ 

⑧ 患者様の個人情報を配慮する □ □ 

2．患者様との望ましい人間関係 

① 予め承諾を得てから話す □ □ 

② 患者様のそばに位置して、目線を同じく

する 
□ □ 

③ なれなれしい話し方をせず、敬意を払い

ながら話す 
□ □ 

④ 一方的に意見を押しつけず、よく話を聞

く 
□ □ 

⑤ 自分の誤りや失敗について素直に謝る □ □ 

⑥ 共感的な態度で接する □ □ 

⑦ 患者様の意思を尊重する □ □ 

⑧ 関連職種の中での作業療法士の役割を

わきまえている 
□ □ 

⑨ 関連職種と情報交換を行う □ □ 
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評 価 項 目 十分 不十分 

3．意欲的に取り組む姿勢 

① 疑問点をノートなどに列挙する □ □ 

② 必要に応じて文献や資料を収集する □ □ 

③ 必要に応じて質問する □ □ 

④ 自分の意見を素直に述べる □ □ 

⑤ 他者の意見を素直に受け入れる姿勢を

もつ 
□ □ 

⑥ 指導者やスタッフと意見交換をして一

緒に考え、学ぼうとする姿勢をもつ 
□ □ 

4．作業療法実践にあたっての環境への配慮 

① 作業療法室内の整理整頓を心がける □ □ 

② 治療器具等の準備、片付けをする □ □ 

③ 安全面へ配慮した患者様への対応をす

る 
□ □ 

今後の課題及び留意事項 

 

 

 

 

 

 

計 計 

 

 

評価基準 

「十分」：十分な助言・指導を与えれば（項目が）できる。6割以上達成している。 

「不十分」：十分な助言・指導を与えても（項目が）できない。 
※各評価項目最後の合計は学校側で行いますので、記入しないでください。 
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【ｺﾒﾝﾄ】（実習生への今後の課題などについて具体的に御記入下さい） 

 

１．臨床実習期間を通して実習生が変化したこと、また進歩・改善がみられた事項につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．臨床実習期間を通して、実習生への今後の課題及び留意事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床実習指導者 氏名              印 

 

 


